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開催概要

１ 日時

平成２８年１１月１９日（土）１０時～１５時

２ 会場

文京区民センター全館

３ 目的

(1)ボランティア、NPO等市民活動団体や社会貢献活動を行っている

企業が、自分たちの活動を来場者に紹介する機会を提供する。

(2)各団体、企業の活動をまつりの来場者に知ってもらうことで、

①活動への参加希望者を増やす、

②まつり参加者同士のネットワークづくりのきっかけにする。

(3)特に今まで関わりの少なかった層(子育て中の世代)へ参加を呼び

かけるしかけを展開することで、来場者の活動への関心層の裾野

を広げる。

４ 参加団体

区内で活動するボランティア活動団体、NPO団体、大学、企業等

５ 主な内容

(1)ブース出展(展示・販売・バザー・体験等)

(2)ステージ発表

(3)スタンプラリー

(4)カフェ・休憩所

(5)フミコムcafe

６ 主催

社会福祉法人 文京区社会福祉協議会

７ 後援

文京区
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開催実績

１ 来場者概数

子ども 330名 大人1,200名 高齢者 370名 合計1,900名

（参考:平成27年度 開催せず 平成26年度 1,800人）

２ 参加団体数

90団体 ※うち新規33団体

（参考:平成26年度 81団体 ※うち新規14団体）

３ 参加ボランティア数

前日・当日ボランティア数：計 179人 （2014年度135人）

※うち学生ボランティア 111人

４ 寄付

寄付金額：81,553円

物販を行う参加団体から社会福祉協議会への寄付総額。

寄付は、社会福祉協議会の事業を通じて、文京区内の地域福祉の

推進に活用させていただいた。

５ 寄贈・協賛品

総計5,748個

企業や個人の方からの寄贈・協賛品の総数。

参加者への景品として、スタンプラリーや模擬店、

企業の社会貢献活動ＰＲブースにてお渡しさせていただいた。
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開催風景(プログラム紹介)

オープニング （1階ピロティ）
始まりを告げる太鼓演奏(障害者支援団体である桐親会

の和太鼓クラブ)、社会福祉協議会の煙山会長の挨拶のの
ち、文京区の成澤区長からご祝辞をいただき“文京ボラ
ンティア・市民活動まつり2016”がスタートした。

スタンプラリー (B1 フミコム)
来場者全員にスタンプラリーカードを配布し、指定さ

れた5か所の参加団体ブースで参加や体験をしてシールを
集める。全てのシールを集めると交換所で抽選ができ
る。景品は、企業等からの寄贈・協賛品をプレゼントし
た。
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子ども体験エリア (ọ1 フミコム)

平成28年4月にオープンしたフミコムのスペースは、オ
リンピック・パラリンピック等経済界協議会の協力によ
るブラインドサッカー体験（240名参加）、Ｂ-ぐる友の
会と跡見学園女子大学学生とのコラボによる映像と工作
体験、富宝島輝（フホトウキ）による廃材・おもちゃを
使ったアクセサリー作りなど、B1階は子どもたちと一緒
に楽しんでもらう企画を中心に展開した。

休み処・ミニステージ（1階 就労支援センター）
就労支援センターのスペースを休み処として、同センター

利用者による無料のお茶提供がある休憩所とした。
また、ミニステージを設けて落語、朗読、アカペラなどで

場を盛り上げた。
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ワークショップ・体験エリア (2階)
活動展示、ワークショップ、健康企画など子どもから高

齢の方まで楽しめるようなさまざまな企画でPRを行った。

バザー、体験エリア・企業の社会貢献の体験エリア(３階)
バザーでの物品や手作り品の販売、展示、鉄道模型等の体験

があった。
大洋製薬(株)によるスライムや入浴剤を作る理科実験コーナ

ーやパイオニア(株)による体感音響システム体験コーナー、
(株)シードによる盲導犬歩行体験などがあり、多くの人でにぎ
わった。
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ステージ（3階 3A）
13団体（うち新規4団体）が参加。ちびっ子ステージ、

キッズダンス、手話コーラス、フラダンスなど各団体が
日頃の成果を披露した。
午前中のちびっ子ステージでは文京戦隊BUNレンジャー
(文京区経済課キャラクター)が登場した。また、ステー
ジ参加者は、お子さんから高齢の方まで幅広かった。各
参加者の工夫された衣装や演出も華やかで、立ち見が出
るほどのにぎわいの場となった。

3Bカフェスペース（3階）※13時～14時 フミコムcafe
カフェでは、障害者施設によるパンなどの販売、藤田観光

(株)ホテル椿山荘東京から寄贈されたコーヒーやオレンジ
ジュースなどを来場者に提供し、寄付(14,345円)をいただい
た。この寄付は、社会福祉協議会の地域福祉の推進に活用す
る。
また、毎月フミコムで開催しているイベント「フミコムCafé」

の出張版を開催した。南三陸の支援を行う学生主宰のプロジェ
クト”M”のメンバーとNECネッツエスアイ㈱鈴木氏との被災地
支援をテーマに対談した後、参加者同士の意見交換も行った。
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大学生企画による模擬店（1階ピロティ）、掲示板（各階廊
下）、装飾（インフォメーション、案内板）、PR隊、
アンケート回収
東洋大学学生ボランティアセンター、跡見学園女子大学ボ

ラっ子による模擬店企画は親子連れに大盛況であった。模擬店
は区民センターピロティでわたあめや学生企画による手作りの
キャラクター釣り、射的などを行った。
また、学生による企画、運営、装飾した掲示板を設定した。

学生が考えたテーマ（「みんなのありがとう！」「わたしが
やってみたいボランティア活動は？」）について、来場者に
メッセージカードに記入してもらった。カードを掲示板に貼
り、多くの方に発信した。
文京社協のキャラクターのきく文をPRするため、東洋大学
Bboothによる企画、運営の、きく文福笑い、お絵かきコーナー
も設定した。
着ぐるみを着てのチラシ配布による呼び込み(PR隊)や、来場

者や出展団体のアンケート回収も学生ボランティアや個人ボラ
ンティアが行った。

学生団体によるオリジナル企画（2階 2B）
初の試みで7つの学生団体による文京区学生ボランティア連絡

会が防災をテーマに、展示やゲームを企画し行った。連絡会の
冊子をまつりに向けて作成し、来場者に配布しPRした。
東京こども専門学校生による手作り絵本、パネルシアターな

どの親子向け企画も行った。
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ボランティアの皆さんの活躍
学生ボランティア(111名)、個人ボランティア(68名)がボラン

ティア参加した。前日準備(装飾、設営)から当日の運営、片付
けまで多大なボランティアの協力があり、まつりを運営するこ
とができた。

【ボランティアの主な活動内容】
・企業の社会貢献ブースサポート
・ステージの司会進行、運営補助
・文京戦隊BUNレンジャーの着ぐるみを着てのPR活動
・装飾、会場設営
・受付、会場整備、警備
・アンケート回収、集計
・準備、片付けなど

【ボランティア協力して下さった皆さま】
跡見学園女子大学ボラっ子、NPO法人「えこお」、サークル・

六点会、拓殖大学国際ボランティア愛好会、中央大学りこボ
ラ！、東京こども専門学校、東洋学園大学ボランティアサーク
ルEARTHIAN、東洋大学IVUSA、東洋大学学生ボランティアセン
ター、東洋大学Bbooth、日本薬科大学イベント・ボランティア
部“絆”、パボヨ、文京手話会、第六中学校のボランティアグ
ループ、文京学院大学新田ゼミ、東洋大学合同ゼミ

(敬称略)



アンケート
概要

このまつりを通して、以下の３種類のアンケートを実施した。

１ 出展団体アンケート
２ 来場者アンケート
３ ボランティア参加者アンケート

これらのアンケートを通し、文京ボランティア・市民活動まつり
の価値と評価から見える開催の意義を分析する。

なお、３に関しては、このまつりがボランティア参加者に対して
も、単純な参加機会の提供だけにとどまらないものであると捉えた
上で実施している。

アンケート結果(一部抜粋)

１ 出展団体アンケート
出展団体の主な目的としては、「活動の周知のため」が最も多く複

数回答で7割を超えている。続いては「社会貢献活動のため」が5割程
度の回答を得ている。
出展した目的はそれぞれだが、出展した目的の達成度を聞く項目で

は、9割以上の団体が達成できたと回答している。
開催側の目的の一つであるネットワークづくりについては、半数以

上が他の団体と交流をしたとの回答がある一方で、具体的なアクショ
ンにつながったものは１割程度である。また、他のブースやステージ
を見たという回答も8割程度あり、2割の出展団体に対してはこの目的
を十分に伝えられていないと考えられる。
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【まつりの出展の目的】 ※複数回答（％）



P.10

２ 来場者アンケート

【他の団体とのつながり】

【来場した目的】

※複数回答（％）
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【まつりを何で知ったか】 ※複数回答（人数）

【来場者のまつりの満足度】

来場者に対しては、来場した目的や満足度、開催に関して情報を得
た広報媒体について聞いている。
来場の目的で最も多かった回答は「イベントが好きだから」という

もので２割程度の回答を得ている。続いては2割弱の回答の「出展団体
に興味があったから」となっている。
満足度については、「大満足」と「満足」を合わせると9割程度の回

答になる。
目的の「今まで関わりの少なかった層(子育て中の世代)へ参加を呼

びかける」を広報媒体から測ると、最も多い回答は「参加団体からの
誘い」で続いて多いのが「チラシ」、「ポスター」と続いている。新
規で参加している方は「チラシ」「ポスター」が多いと考えられる。

（人数）
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【ボランティア満足度】

３ ボランティア参加者アンケート

【他のボランティア活動に参加したいか】

ボランティア参加者の9割弱が、参加したことに「大満足」「満足」
と回答している。詳細を見ると、「楽しめた」というような類の回答
が多く見られた。まつり以外のボランティアに参加したいという回答
が9割を超えていることも含めて、今後新たなボランティア活動につな
げていくこと、継続的なボランティア活動者にしていくことが大切と
考えられる。

（人数）

（人数）



ご協賛・ご協力いただいた企業等

（敬称略・五十音順）

・NECネッツエスアイ（株）
・（株）栄文堂
・オカモト（株）
・オリンピック・パラリンピック等経済界協議会
・共同印刷（株）
・（株）シード
・大洋製薬（株）
・タイラーデザイン事務所
・（有）高崎屋商店
・東京ガス（株）東部支店
・（株）東京ドーム
・東京リハビリテーションセンター
・トヨタ自動車（株）
・（株）トライ
・公益財団法人日本サッカー協会
・ニチバン（株）
・パイオニア（株）
・藤田観光（株）ホテル椿山荘東京
・（株）フレーベル館
・文化シヤッター（株）
・ペルノ・リカール・ジャパン（株）

ご協賛、ご協力、ありがとうございました。
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